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１
．
は
じ
め
に

１
．
は
じ
め
に

　
２
０
２
３
年
６
月
に
金
融

庁
よ
り
公
表
さ
れ
た
「
経
済

価
値
ベ
ー
ス
の
ソ
ル
ベ
ン
シ

ー
規
制
等
に
関
す
る
基
準
の

最
終
化
に
向
け
た
検
討
状
況

に
つ
い
て
」
（
以
下
、
「
最

終
化
に
向
け
た
検
討
状

況
」
）
で
は
、
25
年
度
か
ら

導
入
予
定
の
経
済
価
値
ベ
ー

ス
の
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
規
制

（
以
下
、
Ｅ
Ｓ
Ｒ
規
制
）
に

関
す
る
各
論
点
の
方
向
性
や

検
討
の
状
況
な
ど
が
示
さ
れ

た
。
本
稿
で
は
、
筆
者
が
長

年
経
済
価
値
ベ
ー
ス
の
指
標

に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
を
踏

ま
え
、
外
部
検
証
を
見
越
し

た
内
部
検
証
を
中
心
に
、
検

証
に
関
す
る
主
な
課
題
と
そ

の
方
向
性
に
つ
い
て
注
意
す

べ
き
論
点
を
述
べ
た
い
。
な

お
、
本
稿
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｒ

は
、
い
わ
ゆ
る
第
１
の
柱
に

お
け
る
単
体
ベ
ー
ス
で
の
Ｅ

Ｓ
Ｒ
を
示
す
も
の
と
す
る
。

２
．
検
証
に
関
す

２
．
検
証
に
関
す

る
主
な
課
題
と
方

る
主
な
課
題
と
方

向
性
向
性

　（
１
）
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
構

築　
経
済
価
値
ベ
ー
ス
の
指
標

は
、
採
択
し
た
モ
デ
ル
・
手

法
や
前
提
条
件
で
結
果
が
異

な
る
性
質
を
有
す
る
こ
と
か

ら
、
恣
意
（
し
い
）
性
・
属

人
性
を
排
除
し
、
客
観
的
か

つ
透
明
性
の
高
い
プ
ロ
セ
ス

を
有
す
る
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
に
よ
り
、
モ
デ
ル
・
手

法
の
妥
当
性
や
諸
前
提
条
件

の
適
切
性
を
確
保
し
、
計
測

結
果
の
信
頼
性
を
担
保
す
る

こ
と
が
重
要
に
な
る
と
考
え

る
。
と
り
わ
け
、
適
切
な
Ｅ

Ｓ
Ｒ
の
計
測
・
検
証
体
制
を

構
築
す
べ
く
、
少
な
く
と

も
、
次
の
項
目
に
関
し
て
、

社
内
で
の
役
割
と
責
任
を
明

確
化
し
、
社
内
体
制
な
ど
を

規
程
化
・
承
認
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　（
ａ
）
モ
デ
ル
の
開
発
な

い
し
変
更
の
実
施
・
文
書
化

・
各
種
テ
ス
ト
（
自
己
検

証
）
・
承
認

　（
ｂ
）
諸
前
提
の
策
定
・

文
書
化
・
承
認

　（
ｃ
）
Ｅ
Ｓ
Ｒ
計
測
の
実

施
・
計
測
に
係
る
文
書
化
・

計
測
に
係
る
各
種
テ
ス
ト

（
自
己
検
証
）

　（
ｄ
）
（
ａ
）
～
（
ｃ
）

に
係
る
独
立
検
証

　
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
築
に
際
し

て
は
、
21
年
11
月
に
金
融
庁

が
公
表
し
た
「
モ
デ
ル
・
リ

ス
ク
管
理
に
関
す
る
原
則
」

を
参
考
に
、
各
社
の
実
態
に

即
し
た
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
。

　
諸
前
提
に
係
る
ガ
バ
ナ
ン

ス
は
非
常
に
大
切
で
あ
る
。

諸
前
提
を
策
定
す
る
ア
プ
ロ

ー
チ
は
多
岐
に
わ
た
る
こ
と

か
ら
、
策
定
手
法
の
み
な
ら

ず
そ
の
手
法
を
採
択
し
た
理

由
・
根
拠
な
ど
も
適
切
に
文

書
化
の
上
、
文
書
に
従
っ
た

策
定
・
検
証
を
経
て
、
諸
前

提
を
承
認
す
る
、
と
い
っ
た

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
る
。
諸
外
国
で
は
、
ア

サ
ン
プ
シ
ョ
ン
・
レ
ビ
ュ
ー

会
議
に
て
諸
前
提
を
承
認
し

て
い
る
事
例
も
あ
る
。

　（
ｄ
）
に
あ
る
独
立
検
証

に
関
し
て
は
、
「
最
終
化
に

向
け
た
検
討
状
況
」
で
は
、

保
険
会
社
向
け
の
総
合
的
な

監
督
指
針
に
お
い
て
当
局
の

立
場
か
ら
求
め
る
ガ
バ
ナ
ン

ス
上
の
要
求
事
項
な
ど
を
定

め
る
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
独
立
検
証
の
客
観
性

を
担
保
す
べ
く
、
各
検
証
機

能
は
計
測
部
門
や
モ
デ
ル
開

発
部
門
か
ら
独
立
し
て
い
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
な

お
、
計
測
実
務
担
当
者
が
、

検
証
機
能
を
担
う
部
門
に
異

動
し
独
立
検
証
を
担
う
こ
と

も
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
場
合

で
も
、
例
え
ば
、
直
前
部
門

に
係
る
業
務
の
独
立
検
証
は

一
定
期
間
担
当
し
な
い
、
と

い
っ
た
実
態
的
な
独
立
性
を

確
保
す
る
ル
ー
ル
も
検
討
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
加
え
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｒ
規
制
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
使
用

す
る
デ
ー
タ
の
品
質
を
担
保

（
例
え
ば
デ
ー
タ
が
最
新
か

つ
十
分
な
信
頼
性
を
有
し
、

正
確
、
完
全
、
適
切
な
も
の

で
あ
る
こ
と
）
し
、
デ
ー
タ

管
理
の
実
効
性
を
確
保
す
る

た
め
の
デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
枠
組
み
整
備
も
大
切
で
あ

る
。

　（
２
）
文
書
化
・
計
測
部

門
に
お
け
る
各
種
テ
ス
ト

（
自
己
検
証
）

　
文
書
化
は
、
相
当
の
労
力

が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
早

期
に
着
手
す
る
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
。
明
示
的
に
仕
様
書

に
て
文
書
化
が
要
求
さ
れ
て

い
る
事
項
を
充
足
す
る
の
は

む
ろ
ん
の
こ
と
、
計
測
数
値

の
適
切
性
を
担
保
す
る
上
で

必
要
な
事
項
は
、
仕
様
書
に

定
め
が
な
く
て
も
適
切
に
文

書
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
文
書
に
関
し
て
は
、

一
定
の
専
門
性
を
持
つ
第
三

者
が
理
解
で
き
る
レ
ベ
ル
で

十
分
な
情
報
を
記
載
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
既

存
の
文
書
の
全
部
な
い
し
一

部
の
代
替
・
参
照
が
可
能
で

あ
れ
ば
、
効
率
よ
く
文
書
化

が
行
え
る
も
の
と
考
え
る
。

　
計
測
部
門
に
お
け
る
各
種

テ
ス
ト
を
適
切
に
実
施
す
る

こ
と
も
大
事
で
あ
る
。
少
な

く
と
も
、
計
測
モ
デ
ル
な
ど

へ
投
入
す
る
デ
ー
タ
の
適
切

性
・
網
羅
性
、
モ
デ
ル
の
実

装
の
適
切
性
（
文
書
の
記
載

の
通
り
実
装
さ
れ
て
い
る
か

の
確
認
も
含
む
）
、
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
の
適
切
性
（
水
準
、

ト
レ
ン
ド
の
妥
当
性
も
含

む
）
は
テ
ス
ト
が
な
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
加
え
て
、
Ｉ

Ｔ
統
制
と
し
て
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
や
ア
ク
セ
ス
管
理
に
関

す
る
自
己
確
認
も
重
要
で
あ

る
。
な
お
、
テ
ス
ト
を
実
施

す
る
際
に
は
、
そ
の
目
的
と

と
も
に
、
実
施
し
た
証
跡
や

結
果
の
評
価
も
、
適
切
に
文

書
と
し
て
残
し
て
お
く
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

　（
３
）
内
部
検
証
の
実
施

　
諸
前
提
や
Ｅ
Ｓ
Ｒ
計
測
に

係
る
独
立
検
証
に
お
い
て
、

特
に
留
意
す
べ
き
点
を
列
挙

す
る
。

　
①
文
書
の
検
証

　
計
算
部
門
な
ど
が
策
定
し

た
文
書
に
関
し
て
、
文
書
化

す
べ
き
事
項
が
漏
れ
な
く
文

書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
お

よ
び
文
書
化
さ
れ
て
い
る
内

容
が
適
切
で
あ
る
こ
と
を
検

証
す
る
必
要
が
あ
り
、
特

に
、
次
に
関
す
る
適
切
性
に

つ
い
て
は
、
確
実
に
独
立
検

証
が
な
さ
れ
る
べ
き
と
考
え

る
。

　
▽
エ
キ
ス
パ
ー
ト
・
ジ
ャ

ッ
ジ
メ
ン
ト
を
反
映
し
た
ア

イ
テ
ム
と
そ
の
理
由
・
根
拠

　
▽
適
用
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
と

適
用
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ

る
理
由
・
根
拠

　
▽
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ナ
リ
テ

ィ
原
則
に
よ
り
簡
便
的
な
手

法
で
計
測
し
て
い
る
ア
イ
テ

ム
の
理
由
・
根
拠
お
よ
び
簡

便
手
法

　
②
各
種
テ
ス
ト
の
検
証

　
仕
様
書
の
準
拠
性
の
確
認

も
含
め
、
特
に
、
前
述
し
た

投
入
デ
ー
タ
の
適
切
性
・
網

羅
性
、
モ
デ
ル
の
実
装
の
適

切
性
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
適

切
性
と
い
っ
た
最
低
限
す
べ

き
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
、
か

つ
、
テ
ス
ト
品
質
に
問
題
が

な
い
か
検
証
す
る
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
長
期

の
保
険
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ

ー
を
生
成
す
る
保
険
数
理
モ

デ
ル
の
有
効
性
の
テ
ス
ト
に

お
い
て
、
対
象
の
保
険
種
類

・
契
約
条
件
（
年
齢
・
性
別

・
保
険
期
間
な
ど
）
を
く
ま

な
く
抽
出
し
て
い
る
こ
と
の

確
認
や
、
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ナ

リ
テ
ィ
原
則
に
よ
り
仕
様
書

の
方
法
に
よ
ら
ず
簡
便
的
な

手
法
で
計
算
し
て
い
る
部
分

に
つ
い
て
は
、
当
該
原
則
の

適
用
を
認
め
た
当
時
と
計
測

基
準
日
で
状
況
が
大
き
く
変

化
し
て
い
な
い
こ
と
の
確
認

も
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
な

お
、
検
証
機
能
に
よ
る
テ
ス

ト
の
検
証
の
結
果
、
テ
ス
ト

品
質
が
不
十
分
の
場
合
、
ま

た
は
、
す
べ
き
テ
ス
ト
が
未

実
施
の
場
合
は
、
次
の
対
応

が
想
定
さ
れ
る
。

　
▽
検
証
機
能
が
計
測
部
門

な
ど
に
テ
ス
ト
の
再
実
施
な

い
し
は
追
加
テ
ス
ト
の
実
施

を
指
示

　
▽
検
証
機
能
が
自
ら
追
加

的
に
不
十
分
な
い
し
は
未
実

施
の
テ
ス
ト
を
実
施

　
③
内
部
検
証
を
実
施
し
た

証
跡

　「
最
終
化
に
向
け
た
検
討

状
況
」
に
よ
れ
ば
、
外
部
検

証
の
枠
組
み
は
、
会
計
監
査

と
同
等
の
合
理
的
保
証
を
前

提
と
し
て
い
る
。
筆
者
は
、

外
部
検
証
者
が
、
各
社
の
検

証
機
能
の
具
体
的
な
検
証
証

跡
に
よ
っ
て
内
部
検
証
の
実

効
性
が
確
認
で
き
、
こ
れ
ら

の
検
証
証
跡
に
一
定
程
度
依

拠
す
る
こ
と
で
も
合
理
的
保

証
の
水
準
を
担
保
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
、
外
部
検
証
と
内

部
検
証
の
双
方
の
時
間
の
短

縮
・
外
部
検
証
に
係
る
業
務

の
効
率
化
を
実
現
で
き
る
と

考
え
る
。

　
検
証
レ
ポ
ー
ト
中
の
独
立

検
証
を
実
施
し
た
内
容
の
裏

付
け
と
成
り
得
る
証
跡
と
し

て
は
、
検
証
対
象
ご
と
に
、

以
下
の
よ
う
な
内
容
を
含
ん

だ
文
書
が
考
え
ら
れ
る
。

　（
ａ
）
計
測
部
門
か
ら
検

証
機
能
に
提
供
・
連
携
さ
れ

た
資
料
の
一
覧

　（
ｂ
）
（
ａ
）
の
概
要

（
数
値
結
果
な
ど
も
含
む
）

　（
ｃ
）
検
証
機
能
・
検
証

者
が
計
算
者
か
ら
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
し
た
場
合
は
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
の
概
要

　（
ｄ
）
（
ｂ
）
に
関
し

て
、
数
値
結
果
な
ど
が
妥
当

か
否
か
の
検
証
機
能
と
し
て

の
意
見
と
そ
の
理
由

　
な
お
、
内
部
検
証
と
し

て
、
第
三
者
フ
ァ
ー
ム
に
依

頼
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｒ
以
外
の
指
標

に
対
す
る
検
証
結
果
に
依
拠

す
る
場
合
で
、
第
三
者
フ
ァ

ー
ム
と
保
険
会
社
と
の
契
約

上
、
外
部
検
証
者
に
第
三
者

フ
ァ
ー
ム
策
定
の
検
証
報
告

書
や
検
証
証
跡
に
つ
い
て
連

携
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
、
内
部
検
証
機
能
な
い
し

は
外
部
検
証
者
が
、
第
三
者

フ
ァ
ー
ム
で
実
施
し
た
検
証

と
同
内
容
の
検
証
を
追
加
的

に
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
点

は
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　（
４
）
Ｅ
Ｓ
Ｒ
計
測
・
検

証
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化
・
早

期
化

　「
最
終
化
に
向
け
た
検
討

状
況
」
で
は
、
年
度
末
が
基

準
日
で
あ
る
Ｅ
Ｓ
Ｒ
の
報
告

期
限
は
、
基
準
日
か
ら
４
カ

月
以
内
と
す
る
方
向
性
が
示

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
局

へ
の
報
告
前
ま
で
に
は
、
内

部
検
証
お
よ
び
外
部
検
証
を

完
了
さ
せ
て
お
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
と
考
え
る
。
Ｅ
Ｓ

Ｒ
規
制
上
で
当
局
が
求
め
る

報
告
期
限
を
満
た
す
べ
く
、

各
社
で
も
、
適
切
な
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
下
、
計
測
お
よ
び
検

証
プ
ロ
セ
ス
の
さ
ら
な
る
効

率
化
・
早
期
化
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
例
え

ば
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

必
要
と
想
定
す
る
。

　
▽
計
測
・
検
証
プ
ロ
セ
ス

の
現
状
分
析
を
行
い
、
早
期

化
な
ど
に
向
け
た
課
題
・
改

善
点
を
特
定
の
上
、
対
策
を

打
ち
出
す

　
▽
効
率
的
な
デ
ー
タ
の
前

処
理
や
計
算
の
自
動
化
を
意

図
し
た
シ
ス
テ
ム
開
発
・
導

入
の
検
討

　
▽
非
効
率
な
承
認
プ
ロ
セ

ス
の
見
直
し

　
▽
デ
ー
タ
リ
ソ
ー
ス
の
統

一
化

　
そ
の
上
で
、
計
測
部
門
や

内
部
検
証
機
能
と
外
部
検
証

者
に
よ
り
、
具
体
的
な
外
部

検
証
の
進
め
方
な
ど
を
十
分

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
例
え
ば
、

内
部
統
制
に
係
る
評
価
、
長

期
の
保
険
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ

ロ
ー
を
生
成
す
る
保
険
数
理

モ
デ
ル
の
有
効
性
の
検
証

（
セ
ル
テ
ス
ト
な
ど
）
、
諸

前
提
の
設
定
に
係
る
検
証
と

い
っ
た
こ
と
が
、
基
準
日
よ

り
も
前
の
期
間
に
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
、
期
中
で
内
部
検

証
・
外
部
検
証
を
前
倒
し
で

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る

と
考
え
る
。

　（
５
）
適
切
な
人
材
の
確

保
・
配
置

　
各
社
に
お
い
て
、
計
測
の

効
率
化
・
早
期
化
や
構
築
し

た
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
有
効
性
を

担
保
す
る
た
め
に
必
要
な
人

的
リ
ソ
ー
ス
を
把
握
し
、
適

切
に
確
保
・
配
置
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
必
要
な
人
材
の
採
用

・
育
成
や
社
内
教
育
の
推
進

を
図
る
必
要
が
あ
る
。

３
．
ま
と
め

３
．
ま
と
め

　
Ｅ
Ｓ
Ｒ
規
制
の
下
で
の
初

回
計
測
基
準
日
が
約
２
年
後

に
迫
る
中
、
Ｅ
Ｓ
Ｒ
計
測
・

検
証
・
当
局
報
告
な
ど
を
適

切
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、

早
い
段
階
で
計
測
部
門
と
検

証
者
（
社
内
の
各
検
証
機
能

・
外
部
検
証
者
）
と
で
必
要

な
要
件
な
ど
に
関
す
る
協
議

を
重
ね
、
双
方
の
認
識
の
す

り
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
、
現

状
・
課
題
を
把
握
し
、
目
指

す
計
測
・
検
証
体
制
の
構
築

に
向
け
た
計
画
を
策
定
・
実

行
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
。
本
稿
が
そ
の
一
助
に

な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

	

（
つ
づ
く
）

【
鈴
木
敦
之
（
す
ず
き
・

の
ぶ
ゆ
き
）
氏
の
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
】
Ｅ
Ｙ
ス
ト
ラ
テ

ジ
ー
・
ア
ン
ド
・
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
シ
ニ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
。

　
複
数
の
保
険
会
社
で
商

品
数
理
・
数
理
決
算
業
務

な
ど
に
従
事
の
の
ち
、
外

資
系
生
保
で
の
統
合
的
リ

ス
ク
管
理
部
門
長
や
国
内

生
保
で
の
Ｃ
Ｒ
Ｏ
・
業
務

執
行
役
員
を
経
て
、
２
０

２
３
年
に
Ｅ
Ｙ
ス
ト
ラ
テ

ジ
ー
・
ア
ン
ド
・
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
に
入
社
。

現
在
は
主
に
保
険
会
社
に

対
す
る
リ
ス
ク
管
理
・
Ｅ

Ｓ
Ｒ
規
制
に
係
る
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
業
務
に
従
事
。

米
国
ミ
シ
ガ
ン
大
学
に
て

経
営
学
修
士
（M

B
A

 

w
ith H

ig
h D
istin
c

tion

）
を
取
得
。

　
▽
資
格
：
日
本
ア
ク
チ

ュ
ア
リ
ー
会
正
会
員
、
Ｃ

Ｅ
Ｒ
Ａ
、
日
本
証
券
ア
ナ

リ
ス
ト
協
会
検
定
会
員
、

国
際
公
認
投
資
ア
ナ
リ
ス

ト

経
済
価
値
ベ
ー
ス
の
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
規
制

に
お
け
る
検
証
態
勢
の
構
築
に
向
け
て

～
検
証
に
関
す
る
主
な
課
題
と
方
向
性
に
つ
い
て
～

Ｅ
Ｙ
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
・
ア
ン
ド
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
　
鈴
木
敦
之 ４


